
民
間
の
受
注
拡
大
が
使
命
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﹁
民
間
の
受
注
規
模
を
拡
大
す

る
の
が
使
命
﹂
と
開
口
一
番

２

０
２
７
年
３
月
期
は
受
注
比
率
で

民
間

％
と
官
庁
を
上
回
る
計
画

を
立
て
た

従
来
か
ら
の
大
転
換

と
な
る
が

民
間
ウ
エ

ト
の
大

き
い
首
都
圏
で
培

た
﹁
対
ゼ
ネ

コ
ン
﹂
や
﹁
対
地
場
コ
ン
﹂
へ
の

営
業
力
を
強
み
に
﹁
コ
ス
ト
削
減

や
工
期
短
縮
な
ど
顧
客
の
潜
在
課

題
を
先
回
り
し
て
解
決
す
る
提
案

を
し
て
い
き
た
い
﹂
と
い
う


　
民
間
受
注
の
拡
大
に
向
け
て

は

親
会
社
の
清
水
建
設
と
連
携

を
強
化
す
る
と
と
も
に
地
域
有
力

企
業
か
ら
の
直
接
受
注
も
目
指

す

売
上
高
は
工
事
部
門

製
造

販
売
部
門

地
域
舗
装
部
門
を
合

わ
せ
て

前
年
度
を
上
回
る
目
標

と
す
る

製
造
販
売
部
門
で
は
収

入
源
の
一
つ
で
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
を
拡
大

地
元
に
密
着
し
た

地
域
舗
装
会
社
２
社
を
足
掛
か
り

に
各
地
で
新
規
顧
客
の
獲
得
を
狙

う


　
中
東
情
勢
の
緊
迫
化
に
伴
い
原

油
価
格
が
上
昇
し

ア
ス
フ

ル

ト
合
材
の
価
格
高
騰
が
道
路
舗
装

に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る

自
社
合
材
工
場
に
よ
る
円
滑

な
材
料
調
達
や
工
事
遅
延
が
な
い

こ
と
を
ア
ピ

ル
し
つ
つ

競
合

す
る
地
元
企
業
な
ど
と
の
差
別
化

を
図
る

中
温
化
合
材
や
バ
イ
オ

炭

ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ス
コ
ン

Ｐ

Ｅ
Ｔ
ア
ス
コ
ン
な
ど
環
境
付
加
価

値
の
高
い
提
案
メ
ニ


に
も
自

信
を
の
ぞ
か
せ
る


　
着
任
後
に
始
め
た
車
遍
路
は
既

に

カ
所
を
制
覇

信
頼
関
係
を

築
く
た
め
に
も
﹁
一
期
一
会
﹂
を

大
切
に
す
る

趣
味
は
ゴ
ル
フ


　
︵
４
月
１
日
就
任

日
本
大
学

理
工
学
部
土
木
工
学
科
卒

千
葉

県
出
身


歳
︶

日刊建設工業新聞 2 0 2 6年 0 5月 2 2日 0 1 1面 0 1版 N o . 0 6


